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要旨 ― 2013年に鳥取県東部に位置する八頭町，若桜町，智頭町内の113地点で人工林，天然林のシカ害調
査を行った。被害が集中していたのは若桜町中央部，智頭町穂見山周辺，大江・芦津・吉川地区などの八頭
町・若桜町・智頭町境の山間地であった。シカ害を受けた植物種数は高木層4種，亜高木層23種，低木層50
種，ササ1種で，低木層とササは被害度が高い地点があったものの，林冠を形成する高木層と亜高木層の
被害度は低かった。ササ生育の有無によって低木への被害度は異なり，ササが生育していない地点では
被害を受ける割合が高かった。以前はササが生育していたが，シカの採食を受け続け，現在では消失した
地点も確認された。シカ密度が高い地点は被害度が高く，そのような地点ではシカの不嗜好性植物が優
占していた。鳥取県東部でシカの個体数増加が続けば，今後シカ害がより深刻化し，樹皮剥ぎや土壌流出
が顕在化することが懸念された。
キーワード ― 鳥取県東部，シカの採食，低木層，ササ，不嗜好性植物
Abstract —  We investigated the forest vegetation damage in the eastern part of Tottori Prefecture caused 
by sika deer in Yazu, Wakasa, and Chizu. Sika deer caused a lot of damage in central Wakasa, Mt. Hon-
omisen in Chizu, and mountainous region of three town borders. 4 canopy tree, 23 semi-canopy tree, 50 
shrub, and dwarf bamboo species were damaged by sika deer. The damage of shrub and dwarf bamboo 
species were heavy; however, that of canopy/semi-canopy tree species were rather slight. At the points 
without dwarf bamboo, the damage of shrub by sika deer were higher. We found the place where dwarf 
bamboo disappeared by sika deer grazing. There was much damage on shrub layer and non-palatable 
plants dominated of the place where sika deer crowded. As sika deer increase, forest vegetation in the east-
ern part of Tottori Prefecture will suffer serious damage from sika deer.
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はじめに
　二ホンジカCervus Nippon（以降，シカ）の個体数は近年全
国的に増加している。環境省が行ったシカの分布調査では，
1978–2003年の間に全国でシカの生息域は70%拡大し，安定
的な分布域は36都道府県に増加した（環境省生物多様性総
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合評価検討委員会 2010）。高密度のシカの生息が長く続く
ことは，森林に強い負の影響を与える可能性がある。例え
ば，森林内で芽生えた稚樹が採食されて樹木の更新が進ま
ない危険性，シカが樹皮を剥ぐことによって高木や亜高木
が枯死し，森林が草地に退行する危険性，林床植生の貧弱
化による生物多様性の低下と土壌流出による自然災害の拡
大が生じる危険性，などが言われている（湯本・松田 2006）。
　鳥取県に隣接する兵庫県では，南但馬地域や西播磨地域
を中心に，以前からシカ密度が高く，その分布は拡大して
きている（兵庫県 2012）。シカの密度が高い地域では，広く
下層植生が衰退した林分がみられる。鳥取県境の氷ノ山山
域東部から南部にかけては，山麓までシカの高密度地帯が
せまっており，高標高域の積雪が多い場所でもシカが継続
的に採食している状況である（藤木ほか 2011）。
　鳥取県内に定着しているシカは現在，氷ノ山山系など東
部の山間地域がおもな生息域となっている（鳥取県 2010）。
1990年以降，東部の中山間地域を中心に農林業被害が増え
て，農林業の生産活動に大きな影響が出ており，シカの狩
図1. 調査範囲と調査地点の分布。●は人工林，○は天然林を示す。
猟頭数も増加している（鳥取県 2012）。鳥取県林業試験場
（2002, 2006）によって鳥取県内の造林地でのシカ被害状況
や被害発生時期などが報告されてきたが，2007年から鳥取
県東部を中心に林床の裸地化が目立つようになっており
（鳥取県 2010），鳥取県東部域の植生の被害状況の現状を明
らかにする必要がある。
　そこで本研究では，シカ被害が深刻とされる鳥取県東部
の八頭町，若桜町，智頭町内の森林でシカの採食による植
生の被害状況について調査を行い，その（1）地域的な植生
の被害分布や不嗜好性植物の分布を明らかにする，（2）被害
を受けている主な植物種や被害状況を解析する，（3）シカが
植生へ及ぼす今後のリスクを考察する，ことを目的とした。
調査方法
調査地
　本研究では鳥取県八頭郡智頭町，八頭町，若桜町内の森
林を調査対象とした（図1）。集落に隣接していない道路近
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表1. 調査地点の概要くの尾根状の林分に調査地点を設置した。林分の選定は，
Fujiki et al.（2010）を参考に，（1）林冠の高さが10 m以上，（2）
林冠が閉鎖，（3）伐採痕など新しい人為的な撹乱痕跡がな
い，（4）林縁部からの光が入らない程度に林縁から離れてい
る，場所を選んだ。Fujiki et al.（2010）ではシカの不嗜好性植
物が低木層に優占している林分を避けることも示されてい
るが，本研究では不嗜好性植物の分布を把握するため，そ
のような地点も調査対象に含めた。調査は基本的に人工林
で行い，調査地点の周辺に天然林がある場合は人工林との
シカ被害の違いを比較するため，天然林でも調査を行った。
調査内容は，Fujiki et al.（2010）と大台ケ原自然再生推進計
画評価委員会（2009）のシカ害調査方法を参考にした。
野外調査
　調査地点は，智頭町46地点，八頭町26地点，若桜町41地点
の計113地点（表1）であった。2013年7月下旬から10月中旬
に，各調査地点で20×20 mの調査区を設置し，立地調査，植
生調査，シカ害調査を行った。立地調査では，地点の標高，
緯度経度，斜度等を記録した。植生調査では，調査地点の植
物群落を「高木層」，「亜高木層」，「低木層」，「ササ」，「草本層」
の5つの階層に区分し，各階層の高さ（m），被覆率（%），最優
占種を記録した。低木層とササ，草本層でシカの食害がみ
られた地点については，現時点の被覆率を5%区分で記録し
た。シカ害調査では，高木層と亜高木層樹木の樹皮剥ぎ被
害割合と被害樹種を記録し，低木層とササ，草本層では食
痕の存在割合と被害樹種を記録した。
　シカの生息密度を推定するため，設定した調査区に隣接
して，100 mの調査ラインを設置し，100 mラインの左右1 
m，計2 mの幅においてシカの糞塊数を記録した。糞塊は，1
度に排泄されたと推定される糞粒の集まりを1糞塊とした。
また，糞塊数と同時に，獣道の有無も「顕著にあり」，「所々
あり」，「なし」の3つに区分して記録した。
データ解析
　調査域のシカによる樹皮剥ぎ被害や採食被害の地理
的傾向を考察するにあたり，高木・亜高木の樹皮剥ぎ割
合と低木層，ササ，草本層の採食割合を，それぞれ「0%」，
「1–10%」，「11–25%」，「26–50%」，「51–100%」，「階層なし」の6段
階にまとめた。「階層なし」は，該当する階層に植物が全く
ない場合に用いた。糞塊数は「0」，「1–4」，「5–9」，「10以上」の
4段階にまとめた。被害の地理的傾向は地理情報システム
ArcGIS10.2.2（ESRI Japan）を用いて図化を行った。非調査
地点の被害度は，逆距離加重補間法によって空間内挿処理
を行い，推定した。
　シカの不嗜好性植物の判定は，橋本・藤木（2014）を参考
にした。同資料は採食植物または不嗜好性植物と判定され
た文献数を種ごとにまとめたものである。本稿では，不嗜
好判定の文献数が採食判定の文献数と同数またはより多い
種を不嗜好性植物として扱った。
結　果
1．調査地点の概況
　調査地点は人工林が86地点，天然林が27地点となった（図
1，表1）。標高域は142–1026 mの範囲であった。高木層では
人工林はスギCryptomeria japonicaの地点がほとんどで，天
然林はブナFagus crenataとコナラQuercus serrataが多かっ
た（表2）。人工林の高木層被覆率は40–80%であったのに対
して，天然林は20–60%と多少低い傾向であった（図2）。
　亜高木層ではスギやブナ，ホオノキMagnolia obovataが
最優占する地点が目立ち，高木層に比べて優占種は多様で
あった（表2）。人工林では亜高木層被覆率が10%以下と極端
に低い地点が半数以上を占めたのに対して，天然林では全
ての地点で10%以上を示した（図2）。
　低木層ではクロモジLindera umbellataとミツマタ
Edgeworthia chrysanthaが最優占する地点がそれぞれ全体
の2割を占めた（表2）。ミツマタに加え，シロダモNeolitsea 
aciculataなどシカの不嗜好性植物が3割の地点で最優占し
ていた。低木層被覆率が20%以上の地点は人工林，天然林
どちらも全体の1割しかなかった（図2）。チマキザサSasa 
palmataは約4割の地点に出現し，人工林，天然林どちらも
被覆率の高い地点はなかった。草本層はほとんどの地点で
確認されたが，被覆率は10%以下の地点が多かった。全体的
に低木層以下では出現種，被覆率ともに人工林と天然林に
明瞭な差はみられなかった。
2．シカ害を受けた主な植物種と被害度
　人工林と天然林の被害度はすべての階層で違いが見られ
なかった（ANOVA，P > 0.05，図3）。樹皮剥ぎ被害は，スギや
リョウブClethra barvinervisなどで目立ち，高木層4種，亜高
木層23種が被害を受けていた（表2）。高木層と亜高木層の全
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表2. 各地点における階層ごとの最優占種と樹皮剥ぎ（高木層，亜高木層），食痕（低木層，ササ）の有無
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図3. 人工林と天然林の階層別被害度比較
図2. 人工林と天然林の階層別群落構造
体的な被害度はいずれも10%以下の地点が多かった。被害
度が51–100%の深刻な地点は高木層では確認されず，亜高
木層でも被害度の深刻な地点は1割に満たなかった。
　低木層で採食被害を受けた植物種は，計50種であった（表
2）。低木層は多くの地点で被害が確認され，クロモジやミ
ツマタ，シロダモ，ムラサキシキブCallicarpa japonica，キ
ブシStachyurus praecoxなどの被害が目立った。113地点の
うちシカの不嗜好性植物にも食痕があった地点が計39地点
あった。低木層の被害度は1–50%の地点が多く，他の階層に
比べて深刻であった（図2）。チマキザサは生育する全地点で
何らかの被害が確認された。チマキザサは被害度51–100%
の地点が多く，他の階層に比べて最も被害度が高かった。
草本層の被害度は10%以下の地点が多かった。
3．シカ害の地理的傾向
　全ての階層で人工林と天然林の被害度に違いが見られな
かったため，人工林と天然林を区別せずに被害分布傾向の
図化を行った。樹皮剥ぎ被害は，高木層では若桜町中央部
に集中し，亜高木層では八頭町・若桜町・智頭町境の山間地
にスポット的に現れた（図4）。
　採食被害は，低木層では若桜町中央部から八頭町南部に
かけて被害が集中し，ササは若桜町北部，若桜町と智頭町
の町境，智頭町中央部に被害が集中した。草本層では若桜
町西部に被害度が高い地点があるものの，その地点以外は
被害度「0%」，「1–10%」であった。ササが生育しない地点で比
べると，低木層を採食植物が最優占する地点は不嗜好性植
物のそれよりより被害度が高い傾向がみられた（図5）。ササ
が生育している地点では，採食植物が最優占する地点はサ
サの被害度が高くなると低木の被害度も高くなり，不嗜好
性植物が最優占している地点はササの被害度が高くなって
も低木の被害度は変わらない傾向であった。採食植物が最
優占する低木層への被害はササが生育する地点よりもササ
が生育しない地点で大きくなる傾向がみられた。
　被害度が高い地点が多く，シカの主な採食空間である低
木層とササについて，被害度域が高い方を用いて被害分布
を表した（図6）。被害が集中した地点は若桜町中央部，智頭
町穂見山周辺，そして大江・芦津・吉川地区など八頭町・若
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図 5．ササ生育の有無による低木層とササの被害度の関係。数字は地点数を表す（低木とササいずれも生育しない 2 地点は除いた）。
図4. 各階層の被害分布（高木層・亜高木層は樹皮剥ぎ，低木層・ササ・草本層は食痕）
◇は低木層でシカの不嗜好性植物が最優占した地点，○は採食植物が最優占した地点，×は低木層で階層なしの地点を表す。ササは出現した全
41地点で被害を受けた。
鳥取県東部におけるシカの採食による植生の被害状況
山陰自然史研究 (Natural History Research of San’in), No. 12， February 2016 ©鳥取県生物学会  The Biological Society of Tottori
 15
図6. 低木層とササの食痕を合成した場合の被害分布
被害度は各調査地点の低木層とササの被害度のうち，値が高い方を用いた。
◇は低木層でシカの不嗜好性植物が最優占した地点，○は採食植物が最優占した地点，×は低木層で階層なしの地点を表す。
図7. 調査地点あたりのシカ糞塊数の分布
◇は低木層でシカの不嗜好性植物が最優占した地点，○は採食植物が最優占した地点，×は低木層で階層なしの地点を表す。
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桜町・智頭町境の山間地であった。シカの不嗜好性植物が低
木層で最優占する地点は38地点あり，低木層とササの被害
度が高い八頭町・若桜町・智頭町の間の山間地に加えて，若
桜町や智頭町の南東部でも多かった。
　シカの糞塊数は，樹皮剥ぎ被害や採食被害ほどには集中
がみられなかった（図7）。全体には低木層・ササの被害度が
高い場所（図6）と一致する傾向がみられた。100 mあたりの
糞塊数は，「0個」42%，「1–4個」46%，「5–9個」7%，「10個以上」
3%であった。
4．低木層で不嗜好性植物と採食植物が最優占することに
よる被覆率と被害度の違い
　低木層に不嗜好性植物が最優占した地点における低木
層の被覆率は採食植物が最優占した地点より高かった
（ANOVA，P < 0.01，図8）。低木層の被害は，採食植物が最優
占した地点で不嗜好性植物が最優占した地点よりも大き
かった。不嗜好性植物が最優占した地点では，採食植物が
最優占した地点よりササが出現しない地点が多かった。
考　察
　本研究で参考にしたFujiki et al.（2010）のシカ害調査方
法は落葉広葉樹林を対象とした手法であるが，今回調査し
た113地点では人工林と天然林の被害度の違いはみられな
かった。本研究によりシカによる植生への被害は，若桜町
中央部，智頭町穂見山周辺，八頭町・若桜町・智頭町境の山
間地に集中していることが確認された。鳥取県（2012）では，
八頭町・若桜町・智頭町境の山間地でシカ密度が高く，シカ
の分布が拡大してきていることが糞塊密度や捕獲数によっ
て明らかにされているが，植生への被害状況までは不明で
あった。本研究によって鳥取県内のシカ密度が高い場所で
は低木層・ササの被害が深刻であることが明らかになった。
蒲谷（1988）は，シカによって採食された下層植物の被覆率
は低くなり，シカの不嗜好性植物が高くなることを明らか
にしている。今回，草本層の種組成は未調査で鳥取県東部
では草本層の被害度は高くなかったものの，被覆率が低
かったことから，草本層はすでにシカに採食された可能性
も考えられる。実際に，ヤマシャクヤクPaeonia japonica，
ミカエリソウLeucosceptrum stellipilumなど林床に生育する
いくつかの希少草本では，シカ害による減少が報告されて
いる（鳥取県生物学会 2012）。
　今回の調査範囲では高木層と亜高木層の樹皮剥ぎ被害は
少なかったが，低木層とササの採食被害は深刻な場所もみ
られた。シカの採食植物が低木層で優占している場合，サ
サがみられなかった地点では低木層被害は大きくなり，サ
サが生育している地点でもササの被害度に比例して大きく
なった。Yokoyama et al.（1996）は，シカ糞中にササが占める
割合を約50%とし，シカは1年を通してササを主食としてい
ることを報告している。ササ生育の有無はシカの生息環境
に大きな影響を与えており，これによって低木への被害が
異なることが考えられた。ササがみられなかった地点の中
には，以前生育していたササがシカの採食によって消失し
た地点（立枯れ）も確認した。
　調査地のうち約3割の地点で低木層をミツマタやシロダ
モ，アセビなどシカの不嗜好性植物（橋本・藤木 2014）が優
占し，高い被覆率を示した地点もあった。シカの不嗜好性
低木が優占する場所では，低木層の被害度こそ低かったも
のの，ササがみられない地点が多かった。シカが採食する
場所ではササを含めシカの採食植物が減少するとともに，
不嗜好性植物が優占するようになる（林野庁森林保護対策
室 2012，吉川ほか 2014）。鳥取県東部でも，若桜町と智頭町
を中心にシカの高い採食圧にさらされたことにより部分的
図8. 低木層における不嗜好性植物と採食植物が最優占した地点の区
分とその被覆率
鳥取県東部におけるシカの採食による植生の被害状況
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にササが消失し，不嗜好性植物が多く生育する状態に至っ
ていることが考えられる。
　本研究ではササと低木層への採食圧が強く，林冠を形成
する高木層，亜高木層への樹皮剥ぎ被害は少なかった。サ
サはタンパク質が豊富であり（佐藤 2008），冬季によく食
べられる（高槻 1993）。低木層で被害を多く受けたクロモジ
やムラサキシキブ，キブシなどは果実に脂質とタンパク質
を含む胚乳を持つ（佐竹ほか 1989）。シカは植物の季節的，
空間的な変化に応じてイネ科草本からササ，木の葉，堅果
など1000種類以上の植物を食べる（林野庁森林保護対策室 
2012）。しかしシカの個体数増加にともない，ササと低木層
の被害がさらに深刻化すればシカの餌資源がなくなるた
め，現時点では深刻でない樹皮剥ぎ被害の増加や落葉の採
食による土壌の流出など，負の影響が生じることが懸念さ
れる。シカの不嗜好性植物のみが増加し，下層植生の単純
化も進むであろう。例えば，吉野熊野国立公園大台ケ原で
はシカの採食によって草本層・低木層が消失して，種組成
が単純化している（横田 2011）。
　鳥取地方気象台と智頭アメダス観測所の観測データで
は，1990年以降，積雪50 cm 以上の日数が突出して多い
多雪年は発生していない（http://www.data.jma.go.jp/obd/
stats/etrn/，2015年9月7日確認）。シカは脚部の形態的特
徴から積雪に弱いとされ，Takatsuki（1992）は，冬季の最
深積雪量が50 cm 以上の地域ではシカの分布は少なくなる
と報告している。多雪年が発生しない状況が続くと，鳥取
県内でのシカの死亡率が低下し，シカの採食圧の増加や分
布の拡大が続く可能性がある。そのため，今後もモニタリ
ング調査によりシカ被害の実態やシカの個体数密度を把握
していくとともに，シカ害対策を施していく必要がある。
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